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社名

本社

設⽴

資本⾦

従業員

積水ハウス株式会社

⼤阪市北区

1960年8月

2,025億円

29,052人（連結）

積⽔ハウス不動産ホールディングス株式会社

積水ハウスリフォーム株式会社

積水ハウス建設株式会社

積水ハウス ノイエ株式会社

株式会社鴻池組

SEKISUI HOUSE AUSTRALIA HOLDINGS PTY LIMITED

SEKISUI HOUSE US HOLDINGS, LLC ほか

梅田

梅田梅田

梅田スカイビル

会社概要

相手の幸せを願い

その喜びを我が喜びとする

企業理念

人間愛

グループ会社



事業概要



第3フェーズ

30年 30年 30年

「健康・つながり・学び」を軸に、
住宅からさまざまな価値を提供

30年ビジョン

快適性・環境配慮



積水ハウスのグローバルビジョン

「わが家」を世界一幸せな場所にする

まずは社員とその家族が
幸せであってほしい



ESG経営のS︓Social 社会性向上



性別
性的指向
性自認

障がいの
有無

出生
家族

年齢
学歴
趣味

働き方

考え方
価値観

国籍
人種
⺠族

宗教
文化

Diversity

Inclusion

組織の一員として
活かされている

⼼理的安全性のある職場

お互いを尊重し
信頼し合えている

主体的に参画し
貢献している

目標や役割が明確で
情報が共有されている

多様なチカラによる価値の創造

積水ハウスグループにおけるDiversity&Inclusion



D&I から DE&Iへ

出典： Robert Wood Johnson Foundation

出典： Interaction Institute for Social Change | Artist: Angus Maguire.

「従業員の⾃律」×「ベクトルの⼀致」

により人財価値を最大化し、

だれもが⾃⾝の能⼒を最⼤限に発揮するには、

多様な⼈財が同じスタートラインに⽴つ必要がある。

Equity（エクイティ︓公平性）とは
それぞれが自分の役割を果たすために、

制度や機会などの必要な資源を提供し、

本人もそれを有効に活用すること。≠ Equality（平等）

ｖ

ｖ



⼥性
活躍の
推進

●女性営業の採用拡大 2005

●育児支援制度拡充 2006

●男性育児休業制度 2018

●ウィメンズカレッジ開講 2014

多様な
人財の
活躍

多様な
働き方の

推進

20062005

サステナブル宣言
持続可能な社会を経営方針に

2020

人材サステナビリティ宣言
多様性を受け⼊れ、誰もが能⼒を最⼤限発揮

30年ビジョン
NEXT SEKISUIHOUSE

●LGBTQ制度運用開始 2019

●人権方針 2020

●障がい者雇用推進室設置 2020

●経営企画部女性活躍推進グループ設置 2006

●出生時育児休業制度 2021

当社におけるダイバーシティ推進の取り組みの歴史

1８年間の歴史があるからこその今がある

ダイバーシティ

推進方針

３つの柱

1

2

3



国際社会における⽇本の⼥性活躍の⽴ち位置

日本の順位

118位/146か国

出典︓

内閣府男⼥共同参画局

※世界経済フォーラム

（Global Gender Gap Report 2024）より作成



⼥性活躍推進 〜⼥性営業職に対する主な施策

①全国⼥性営業交流会（2007年〜年１回開催）

・優績社員の成功事例共有化

・多様なロールモデルの提示
・⼥性営業同⼠のネットワークの構築

②⼥性営業推進委員会（2007年〜）

・若⼿の定着と育成

・店⻑の登⽤

・両⽴⽀援（個別対応）

③⼥性営業配属店⻑への情報提供

・全国⼥性営業交流会参加

・⼥性営業活躍通信

「I see the light!」の発⾏
・⼥性営業ホームページへ掲載



⼥性活躍推進 〜⼥性技術職に対する主な施策

①管理職・スペシャリスト資格者の育成

・営業本部ごとに育成対象をリストアップし、計画的育成を開始
・成果につながる機会を付与

②職域の拡大（計画的現場監督の登用）

・⼥性現場監督サポートプログラム

・職場改善（⼥性⽤仮設トイレ）

・妊娠時の働き方ガイド

③⼥性技術系社員交流会

・ネットワークづくり
・ロールモデルの共有
・上司の意識改⾰



⼥性活躍推進 〜⼥性活躍推進の意識づけと⾏動計画

2025年度（2026年3月31日）までに
⼥性管理職を310名以上登用

積水ハウスグループ

⼥性活躍推進 ⾏動計画

（※）2024年1月末時点実績 342名

目 標

協 ⼒
体 制

本 ⼈ の ⾃ 律

家族・社会の協⼒

⽀ 援 制 度 上司の意識改⾰

キャリア
プランの
共有

両⽴⽀援に関する制度

フルタイム支援
個別対応

男性の家事育児分担
夫婦互いのキャリア尊重
外部サービスの利⽤

役割を果たし貢献する
多様な価値観を活かし成⻑を計画

(自己啓発、資格取得促進など）

男⼥役割意識の払拭

（アンコンシャス・バイアス）
キャリアアップを前提とした

仕事の与え方
早期選抜による機会付与

３つの「き」



⼥性活躍推進 〜積水ハウス ウィメンズ カレッジ

⼥性管理職候補者向け研修として2014年に開校。約2年間のカリキュラムにより、計画的かつ
効果的に管理職に相応しい経営視点や実⼒を備えた⼈材を育成し、管理職への登用を促進。
また、卒業⽣が活躍することで若⼿のロールモデルとなることも狙いとしています。

2014〜2024年 156名受講（1〜9期） ⇒ 98名管理職登⽤（2024年2月現在）



多様な働き方の推進 〜多様な働き⽅の制度拡充

誰もが理由を問わず使える制度

・テレワーク ・スライド勤務（時差出勤） ・ファミリーフレンドリーデイ

両⽴をサポートする制度（※赤字は法を上回る制度、⻘字は当社独⾃制度）

「育児の両⽴⽀援」「子どもサポート休業」「がんと不妊の両⽴⽀援」「復帰⽀援」

・育児休業 ・子の看護休暇 ・特別育児休業制度（男性育児休業制度）
・パートナーシップスライド
・保活コンシェルジュ ・スマートすくすくえいど（ベビーシッター､一時預かり）
・子どもサポート休業 ・回復プログラム（職場適応⼒､執務適応⼒）
・介護休業 ・介護休暇
・積⽴年休（用途と日数の拡大） ・キャリア⾃律休業制度（学び直し）

・週の所定勤務日数の短縮（週休３日）
・所定勤務時間の短縮 ・就業時間変更（繰り上げ、繰り下げ）

・時間外勤務および休日勤務の免除 ※両⽴相談（社内）・介護相談窓⼝（社内・社外）設置



【男性の育児休業取得率の推移】

多様な働き方の推進 〜男性育休 日本の男性育児休業取得の現状

当社の取組前の状況

取 得 率 ︓95％

平均取得⽇数︓2日

2025年度政府目標 30％
↓

50％

2030年度政府目標 85％

2022年度 17.13％

2020年度 12.65％

2019年度 7.48％
2018年度 6.16％

2021年度 13.97％



2018年5月 海外IR
スウェーデン・ストックホルムの
街中で目にした光景

2018年7月
「男性社員1カ月以上の育児休業完全取得」
を宣言

ラテ・ダッド



男性育休(特別育児休業制度)の概要

育児休業1ケ月以上の完全取得

最初の1カ月は有給扱い（性別不問）

最大で４回分割取得が可能

取得対象者

主な特徴

3歳未満の子を持つ積水ハウスグループ社員

01

02

03

運用開始 2018年9月1日（グループ会社は2019年8月1日）

2021年4月からは、より柔軟な取得が可能な「出生時育児休業」の運用を開始。

（※産後8週の期間は分割回数関係なく、1日単位で取得可）



フォーラムの開催 （2018年10月実施）

対象者本人とその上司約1,900名参加

1）社⻑メッセージ 2）有識者の講演 ３）取得事例の共有

・有休取得も難しいのに育休など取れるわけがない

・家の事は妻に任せておけばよい

・ただでさえ⼈⼿不⾜なのに休まれると困る(周囲)

・家事、育児のスキルが低いのに、ずっと家に居られ
ても困る。余計な家事が増える (妻)

従
来
の
マ
イ
ン
ド

新
し
い
マ
イ
ン
ド

・父親が子どもに与える影響、役割は重要

・妻が仕事を持つ持たないに関わらず、家事育児をシェア
することは家族の未来像に好影響

・イノベーションを促進する

・今後のリスクヘッジ(突発的な休業、介護休業への準備)  
のためにも男性育休がもたらす職場の変化は好ましい

完全取得に向けて 〜意識改⾰

経営戦略として取り組むことを

取得当事者とその上司に

社⻑⾃ら宣⾔



ダイバーシティマネジメントフォーラム（2022年〜）
マネジメント層を参加対象とし、育児に限らず介護や治療
の他、家庭や個人の事情等にあわせ、誰もが⾃律的に働
き、持続的に成⻑できる職場形成を目指す。（イクボス、
アンコンシャスバイアス、⼼理的安全性、等）

イントラ 男性育休サイト

完全取得に向けて 〜継続的な啓発

仕事と育児の両⽴いきいきフォーラム（2015年〜）

3歳未満の子を持つ社員（〜2017年 ⼥性のみ、2018
年〜男⼥）とその上司、参加必須。
上司の理解促進とともに、子育て中の従業員が性別を問
わず積極的・主体的に育児を⾏い、キャリア形成も支援で
きる社内風⼟の醸成に注⼒。



他企業の方や一般の方にもご活用していただけるように、
当社WEBサイトでも公開。

ダウンロードはこちら
https://www.sekisuihouse.co.jp/ikukyu/

（1枚目） （2枚目）

いつ取得したいのか
なぜ取得したいのか（目的）

これまでどんな役割分担だったか
「育休中」だけでなく、「育休終了後」についても、

役割分担をどうしていきたいのか

完全取得に向けて 〜ツールの整備「家族ミーティングシート」



男性育休取得計画書

取得時期・
取得パターン記入

上⻑捺印欄

上⻑⾯談内容記⼊

・どの業務を
・誰に
・どのように

パートナー署名欄

完全取得に向けて 〜ツールの整備「取得計画書」



主な掲載内容

家族に愛されるパパに

・パパ育児の秘訣

・パパのNG態度

制度概要

・各種フローの概要

・男性育休3‐2‐1Action

・家族ミーティング
シート

先輩たちの失敗談
から学ぼう

・仕事編

・育児・家事編

ママからの一言

・感謝エピソード

・ダメ出しエピソード

経験者は語る︕

・男性育休は
宝の⼭だ︕︕

上⻑や

職場の皆さんに向けて

・引き継ぎ、協⼒体制

よくある質問
Q&A

・総務担当者向けガイド

参考情報

・取得パターン例

・その他の制度紹介

・不在時メール

設定など
発⾏︓2020年6月。
⾴数︓本編30P＋参考情報6P

イントラネット上にアップ

本⼈・上司・同僚・総務担当者が、これまでの経験を踏まえた情報を理解することで、充実した

休業に生かす

完全取得に向けて 〜ツールの整備「男性育休ガイドブック」



男性育休システムと勤態システムとの連携
■育休申請者

取得計画書を作成
上⻑の承認後に男性育休システムに登録
※勤態システムに取得予定日を別途登録する必要なし
※取得予定⽇を変更する際も、全て男性育休システムで

■管理者（上⻑）

取得計画書の内容を確認・承認
勤態システムに登録された休業申請を承認

■総務責任者・担当者

取得対象者、取得期限、取得計画書の提出の有無、
取得予定日等の情報を即座に確認することが可能

未取得者と管理者を対象とした取得促進アラートの⾃動発信

子の2歳の誕生日を過ぎても計画書未申請の場合、取得を促すアラートをPCに自動表示（申請するまで毎月初）。

取得対象者向け 総務担当者向け

完全取得に向けて 〜システム⽀援



開催のきっかけ

2020年1月、スウェーデン大使館主
催の「スウェーデンのパパたち写真展」
の終了を記念して⾏われたスウェーデ

ン大使との対談。

応募対象者

男性育休取得者、取得予定者（応募総数︓約120）

写真展の開催方法

イントラネット上の専用サイトで投稿写真の閲覧と、コメント投
稿可。2020年から毎年開催。

スウェーデン⼤使ヘーグベリ⽒（左）と、社⻑の仲井（右）

完全取得に向けて 〜イベント

コミュニケーションの活性化

助け合いの風土醸成



【取得の状況】（2024年4月末 積水ハウスのみ）

取得状況と取得率

1か月以上の育児休業を取得した者 2,021名

取得率100％

（2018年9⽉の運⽤開始以来の累計）

取得対象男性社員
取得期限（子の3歳の誕生日）を

迎えた男性社員

3,065名 2,021名
（2019年2⽉の本格運⽤開始以降）



社会に向けた取り組み

国家公務員の男性育休
取得原則1か月取得

少子化対策大綱
25年までに30％

育児・介護休業法改正

改正育児・介護休業法施⾏

20192019

20202020

20212021

20232023

9月19⽇を「育休を考える⽇」として記念⽇制定
「イクメンフォーラム2019」開催
「イクメン白書2019」発⾏

「イクメンフォーラム2020」開催
「イクメン白書2020」発⾏
イクメン企業アワード2020 グランプリ受賞

「男性育休フォーラム2021」開催
「男性育休白書2021」発⾏
第70回 日経広告賞
「パーパス・ESG部門 最優秀賞」受賞

男性育休プロジェクト2023
「男性育休フォーラム2023」開催
「男性育休白書2023」発⾏
男性育休を考える動画「今までの父親、これからの
父親。」

20222022

「男性育休フォーラム2022」開催
「男性育休白書2022」発⾏
男性育休を考える動画「男性育休、あなたはどう思いますか︖」

PRアワードグランプリ 2022 シルバー受賞

改正育児・介護休業法
施⾏から1年経過
政府目標「2025年50％、
2030年85％」



社会に向けた取り組み

9月19⽇「育休を考える⽇」に向け、昨年より38社増加の
119の賛同企業・団体様とともに発信し、男性育休の機運を醸成



社会に向けた取り組み

男性育休を取り巻く変化を歴史で振り返ることで

男性育休の現在地と未来を考えるきっかけを醸成

SNSによる発信

プロジェクトムービー

「【昭和・平成・令和】いままでの父親、これからの父親。 #育休を考える日」

2023年賛同企業一覧



社会に向けた取り組み 〜男性育休⽩書

日本の男性の家事・

育児実態を把握するため

全国47都道府県の男⼥9,400人に

アンケートを実施

｢男性育休白書2023｣ 調査概要
実施時期︓2023年6月9日（⾦）〜 6月20日（火）

調査⼿法︓インターネット調査

男⼥調査の対象︓

全国47都道府県別に、配偶者および小学生以下の子どもと同居する20〜50代の男⼥200人 計9,400人、人口動態に基づきウエイトバッ
ク集計（男性の家事・育児⼒ランキングについては⼈⼝動態+12歳未満のお⼦さまとの同居率もウエイトバック値に加味）

マネジメント層調査の対象︓従業員10人以上の企業の経営者・役員、部⻑クラスの男⼥400人

※構成比（％）は小数点第2位以下を四捨五入しているため、合計しても100％にならない場合があります。



社会に向けた取り組み 〜男性育休⽩書

男性育休取得100%の取り組みをきっかけに
自分の働き方や生き方を考え、さらに周囲への配慮にもつながっている

Q.男性の育休推進や取得者の増加で、どのような変化を感じますか？（複数回答）（Q21）
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け

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

職

場

や

家

庭

で

お

互

い

を

思

い

や

る

気

持

ち

が

育

ま

れ

た

フ

レ

ッ

ク

ス

や

在

宅

勤

務

な

ど

働

き

方

を

意

識

す

る

よ

う

に

な

っ

た

個

人

、

家

族

を

優

先

す

る

よ

う

に

な

っ

た

自

律

的

に

自

分

の

キ

ャ

リ

ア

に

つ

い

て

考

え

る

よ

う

に

な

っ

た

育

休

取

得

者

の

周

囲

も

休

み

や

す

く

な

っ

た

男性の育休取得推進・増加による変化



男性育休取得促進がもたらす価値

従業員本人

家族

職場

会社お客様

人材の

採用・定着

魅⼒的な

会社

家族の絆

安心感

幸せ

社会へ貢献
⼥性活躍・少⼦化対策・介護対策、社員の幸せなど

共感⼒

提案⼒

アップ

助け合いの

風土醸成

仕事の

⾒直し



「わが家」を世界一幸せな場所にする

積水ハウスのグローバルビジョン


